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左_桜丘小学校のマーチング演奏 
上—MOA美術館相馬市児童作品展 

復興願い開催 

そうま市民まつリ 

そ 5 ま 市 霹 ま つ O 

リ； 

m r n a ^ m 

•左上_開会式であいさつをする立谷 
. — 市長 •左下 —ゴミの分別学習でゴミ減 

•：量て拒進ニ-ンヘーン•=—チAアジが 

人気の大樹町物産展•右_新婚さんに 
. 結 婚 記 念 樹 を 贈 呈 

H23.12.1広報そうま© 



左_相馬保育菌のリトルマ一チング 
フェスティ/ くル•中上—相馬市菊花展 
中下—相馬市裏千家茶道愛好会のふ 

れあい茶会•右上—銀座本店ダンス 
シヨ一•右下—ふるさと相馬ブランド 
化推進協議会の地場産品展 

© 広 報 そ う ま H 2 3 . 1 2 . 1 

， t M m 取 

ナ：一 ザ 

.ザ 

離左上—誘致企業の事業所紹介コ 
ナ一書左下—平成鍋合戦相馬予選会。 
厳選な審査の結果、なんこつつくねの 
とろーリ米鍋が予選通過•上—天真馬 
陵玄武のヨサコイ_中—県内道の駅特 
産フェア（青空市）•右—南ケ丘牧場 
の動物ふれあいコーナー（青空市 

• • • '一ド 

第
ー
回
そ
う
ま
市
民
ま
つ
り
は 

U
月
3
曰
、
相
馬
市
の
ス
ポ
丨
ツ 

ア
リ
^
ナ
そ
う
ま
を
メ
^—

ン
会
場 

に
開
か
れ
、
大
勢
の
市
民
で
に
ぎ 

わ
い
ま
し
た
。 

菊
花
展
が
市
民
会
館
、
青
空
市 

が
市
民
会
館
駐
車
場
、
M
O
A
美 

術
館
児
童
作
品
展
が
コ
ミ
ュ
ニ 

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
同
時
開
催 

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は「

東
曰
本 

大
震
災
復
興
ィ
ベ
ン
ト」

と
位
置 

づ
け
て
の
開
催
。
相
馬
商
工
会
議 

所
、
市
、
観
光
協
会
な
ど
で
つ
く 

る
実
行
委
員
会
が
主
催
。 

ス
ポ
^—

ッ
ア
リ
^
—h

駐
車
場
で 

は
、
恒
例
の
姉
妹
都
市
北
海
道
大 

樹
町
の
物
産
展
や
地
場
産
品
展
、 

バ
ザ
I
な
ど
の
テ
ン
卜
が
軒
を
連 

ね
ま
し
た
。 

特
設
ス
テ
丨
ジ
で
は
桜
丘
小
学 

校
の
マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
、
平
成
鍋 

合
戦
の
相
馬
予
選
会
な
ど
の
ア
ト 

ラ
ク
シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
が
次
 々

に
披
露
さ
れ
、
訪
れ
た
市
民
を
楽 

し
ま
せ
ま
し
た
。 

ス
ポ
^—
ツ
ア
リ
—S

そ
う
ま
内 

で
は
、
誘
致
企
業
の
P
R
コ
丨 

ナ
丨
や
図
書
館
の
昔
ば
な
し
、
各 

愛
好
団
体
の
作
品
展
な
ど
多
彩
な 

催
し
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 
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ステージ手前•客席北西の天井部分 
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建設位置を決定 

「新しい市民会館」はA案に 
ただし一部工法変更で遺構を保存 

アンケートと検討委員会の検討結果を踏まえA案に決定しました。 
カネボウ跡地の「中村城の中堀跡」のうち歴史的価値が高いとされる「北東隅部分」は残す工法で建設します。 

問 い 合 わ せ 先 市 民 会 館 3 3 5 — 2 4 2 6 

カ
ネ
ボ
ウ
跡
地
の
中
央
部
分
の 

ス
ぺ
丨
ス
を
、
で
き
る
だ
け
広
く 

確
保
し
、
市
民
か
ら
の
要
望
が
多 

い
駐
車
場
の
確
保
や
、
中
心
市
街 

地
活
性
化
の
た
め
の
定
期
的
な
青 

空
市
な
ど
の
各
種
ィ
べ
ン
ト
の
開 

催
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
多 

目
的
広
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く 

こ
と
と
し
ま
し
た
。 

市
は
、
東
日
本
大
震
災
の
災
害 

復
旧
に
全
力
を
傾
注
し
つ
つ
、
国 

か
ら
の「

ま
ち
づ
く
り
交
付
金」

 

を
活
用
し
、
新
し
い
市
民
会
館
を 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
シ 

ン
ボ
ル
と
し
て
位
置
付
け
て
建
設 

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

• 
客 
席 
南 
東 
隅 
の 
壁 
の 
化 
粧 
ベ 

ア 
と 
天 
井 
部 
分 

こ
れ
ま
で
の
経
緯 

市
は
、
市
民
会
館
が
建
設
後
糾 

年
経
過
し
て
、
老
朽
化
が
進
み
、 

現
在
の
法
律
で
の
耐
震
基
準
を
満 

た
し
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、 

「

相
馬
市
民
会
館
を
つ
く
る
会」

 

な
ど
か
ら
の
改
築
要
望
を
踏
ま
え
、 

昨
年
5
月
か
ら
新
し
い
市
民
会
館 

の
建
設
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

加
え
て
、
3
月
1
1
日
に
発
生
し 

た
東
日
本
大
震
災
に
ょ
り
、
市
民 

会
館
は
、
ス
テ
丨
ジ
や
客
席
部
分 

の
天
井
の
落
下
、
壁
面
部
分
の
コ 

ン
ク
リ
丨
ト.

化
粧
べ
ニ
ア
な
ど 

の
落
下
、
ロ
ビ
ー
の
ガ
ラ
ス
破
損
、 

消
防
用
チ
ュ
丨
ブ
管
の
落
下
な
ど 

の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

現
在
、
市
民
会
館
は
危
険
建
物 

と
し
て
使
用
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
市
内
に
は
5
0
0
人
以
上 

を
収
容
で
き
る
市
の
施
設
が
な
い 

状
況
と
な
つ
て
い
ま
す
。 

市
は
、
新
し
い
市
民
会
館
の
建 

設
費
用(

約
B
億
円)

の
財
源
と 

し
て
、
国
の
交
付
金(

4
割)

と 

市
の
一
般
財
源(

6
割)

を
予
定 

し
て
い
ま
す
。 

国
の
交
付
金(

ま
ち
づ
く
り
交 

付
金)

は
、
平
成
M
年
度
に
新
し 

い
市
民
会
館
の
建
設
に
着
手
し
た 

場
合
は
交
付
さ
れ
る
も
の
の
、
後 

年
度
の
交
付
は
難
し
く
な
り
ま
す
。 



新市民:館 

中村城 

中堀跡 

工法変更後 
当初の工法 

：の部分を掘削する 

石垣 # 

0 広 報 そ う ま H 2 3 . 1 2 . 1 

鋼矢板で石垣を守る 

「山止め工法」 

新しい市民会館の 
建設に関するアンケート 

力ネボウ跡地の中央部分のスペースをで 

きるだけ広く確保し、駐車場としてだけではなく 

イベント等にも対応できる多目的広場として活用 

するため、計画どおりカネボウ跡地の西側に寄せ 

て建設する。 

今回の発掘調査で確認された「中村城の 

中堀跡の一部」を歴史的史跡として残すべきであ 

るため、この位置を避けて現在の計画よりも約 

1 5 メートル東に移動して建設する。 

アンケート結果 

配布数 1 1 ,〇2 3枚 

回答数 7, 6 6 6枚 

回答率 6 9. 6 % 

区分 回答数（枚） 割合( % ) 

A案 5,739 74.9 

B案 1,865 24.3 

その他 62 0.8 

計 7,666 100.0 

^ 7 て-.3 

新
市
民
会
館 

カ
ネ
ボ
ウ
跡
地
内「

中
村
城
の
中
堀
跡」

の
う
ち「

北
東
隅
部
分」

。 

写
真
は
南
東
側
か
ら
撮
影
し
た
も
の
。 

「

新
し
い
市
民
会
館」

の 

建
設
位
置
が
決
定 

市
で
は
、
新
し
い
市
民
会
館
の 

建
設
位
置
を
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と 

市
民
会
館
建
設
検
討
委
員
会
で
の 

検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
多
目
的
広 

場
の
ス
ぺ
丨
ス
を
よ
り
広
く
確
保 

す
る【

A
案】

を
基
本
と
す
る
こ 

と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

遺
構
の
重
要
部
分
の
保
存 

ま
た
、
<
"
7
回
発
掘
調
査
に
よ
り 

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
カ
ネ
ボ 

ゥ
跡
地
の「

中
村
城
の
中
堀
跡」

 

の
ぅ
ち「
北
東
隅
部
分」

に
残
る 

1

一
列
の
石
組
は
、
当
時
の
ま
ま
の 

姿
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ 

の
部
分
を
避
け
て
建
設
工
事
を
進 

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

新
市
民
会
館 

石垣 

A
案
と
す
る
も
の
の
石
垣 

は
避
け
た
工
法
で
建
設 
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丨 i 

相馬市表彰式 
_ • _ 

a 

鬼 

_ 
© 

各分野の功労者を表彰 

市表彰式 
市表彰式は、11月3日「文化の日」に市役所で行われ、各分野で活躍し 

た38の個人•団体を表彰しました。 

受章者は次のとおりです。（敬称略、順不同） 

_藝 

：
1 

— 

—パに 
等-"^代3 

自
治
功
労
者 

•
島
義
重(

山
上)

 

•
大
橋
一
照(

中
野)

 

•
杉
本
仁
一(

黒
木)

 

•
稲
山
孝(

磯
部)

 

農
業
委
員
と
し
て
農
業
行
政
の 

向
上
と
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に 

寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。 

•
寺
島
貞
悦(

坪
田)

 

•
森
ト
キ
子(

中
村)

 

•
松
田
和
子(

大
坪)

 

•
岡
崎
孝
藏(

中
村)

 

•
石
田
義
広(

中
村)

 

統
計
調
査
員
と
し
て
統
計
調
査 

と
統
計
思
想
の
普
及
に
寄
与
さ
れ 

て
い
ま
す
。 

•
舘
岡
百
合(

中
村)

 

•
後
藤
武(

和
田)

 

•
須
藤
マ
サ
子(

北
飯
渕)

 

•
熊
坂
襪
三(

赤
木)

 

•
渡
部
義
明(

中
野)

 

衲
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
衲
税 

思
想
の
普
及
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま 

す
。 教

育
文
化
功
労
者 

•
島
崎
幸
雄(

塚
部)

 

相
馬
棋
友
会
の
振
興
発
展
と
文 

化
の
興
隆
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま 

す
。 



表彰者代表•熊倉一巳さんのあいさつ 

O広報そうまH23.12.1 

一
.
熊
正
子(

中
村)

 

体
育
指
導
委
員
と
し
て
ス
ポ
丨 

ッ
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い 

ま
す
。 

社
会
福
祉
等
功
労
者 

•
加
藤
三
郎(

大
坪)

 

•
天
沼
紀
美
子(

小
泉)

 

•
八
幡
義
宣(

中
野)

 

保
護
司
と
し
て
社
会
福
祉
の
向 

上
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。 

•
門
馬
ト
シ(

石
上)

民
生
委 

員
.
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福 

祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 

防
災
等
功
労
者 

•
渡
部
克
雄(

磯
部)

 

•
柴
田
義
康(

磯
部)

 

行
政
区
長
と
し
て
東
日
本
大
震 

災
で
地
区
住
民
の
避
難
誘
導
に
努 

め
、
多
く
の
尊
い
命
を
救
わ
れ
ま 

し
た
。 

•
稲
山
正
弘(

磯
部)

 

•
阿
部
健I

 (

磯
部)

 

•
荒
秀
和(

磯
部)

 

•
菅
野
浩
司(

磯
部)

 

•
高
戸
清I

 (

程
田)

 

•
土
屋
誠(

磯
部)

 

•
佐
藤
峰
生(

磯
部)

 

•
村
岡
稔
真(

磯
部)

 

•
荒
栄I

 (

磯
部)

 

•
菊
地
義
行(

原
釜)

 

消
防
団
員
と
し
て
東
日
本
大
震 

災
で
地
区
住
民
の
避
難
誘
導
に
努 

め
、
多
く
の
尊
い
命
を
救
わ
れ
ま 

し
た
。 

善
行
篤
行
者 

•
熊
倉I

巳(

磯
部)

 

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
不
安 

を
抱
え
た
市
民
に
寄
り
添
い
心
の 

拠
り
所
と
な
り
、
新
た
な
生
活
再 

建
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

•
音
楽
を
楽
し
む
市
民
の
会
実 

行
委
員
長
青
田
由
広 

相
馬
市
民
会
館
建
設
の
た
め
多 

額
の
金
員
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。 

市
長
感
謝
状 

•
相
馬
市
消
防
団 

東
日
本
大
震
災
で
全
団
員
が
一 

丸
と
な
っ
て
多
く
の
尊
い
命
を
救 

う
と
と
も
に
、
地
域
の
復
旧
に
大 

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

優
良
農
業
者 

•
寺
島
英
雄(

磯
部)

 

農
業
に
精
励
し
本
市
産
業
の
振 

興
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。 

優
良
技
能
者 

•
鈴
木I

男(

玉
野)

大
工
職 

人
と
し
て
卓
越
し
た
技
能
を
も
つ 

て
、
本
市
産
業
経
済
の
発
展
に
寄 

与
さ
れ
て
い
ま
す
。 

•
門
馬
紀
勝(

中
村)

建
具
職 

人
と
し
て
卓
越
し
た
技
能
を
も
つ 

て
、
本
市
産
業
経
済
の
発
展
に
寄 

与
さ
れ
て
い
ま
す
。 

1
1
月
晉 

永
年
勤
続
職
員
を
表
彰 

市
役
所
で
、
市
職
員
と
相
馬 

方
部
衛
生
組
合
職
員
の
永
年
勤 

続
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表 

彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。(

敬 

称
略
、
順
不
同)

 

•
市
職
員 

【

3
0
年
勤
務】

 

•
星
光
•
渡
部
卓
•
持
舘
直
正 

•
野
坂
隆
男
•
阿
部
和
夫
•
木 

下
旬
•
野
坂
京
子
•
岡
田
泰
子 

•
渡
部
裕
子 

•
相
馬
方
部
衛
生
組
合
職
員 

【

3
0
年
勤
務】

 

•
安
達
か
お
り
•
荒
あ
い
子
• 

西
畑
千
恵
子
•
西
村
宮
子
•
岡 

崎
則
子 



【2回目】 

參日時1 2月 1 3日（火）1 8時 3 0分〜 

•場所相馬市総合福祉センタ一はまなす館 

•講師東京大学医学部附属病院放射線科准教授•緩和ケア診療部部長 

中 川 恵 一 氏 

參内容「放射線を知る、がんを知る」 

【3回目】 

•日時 1 2月 2 6曰（月） 1 8時 3 0分〜 

•場所スポーツアリーナそうま柔剣道場 

•講師大阪医科大学小児科准教授•日本小児心身医学会理事長 

田 中 英 高 氏 

•内容「成功する子育て」一放射線不安を乗り越えよう一 

当日は車が混み合うことが予想されますので、乗り合いなどでのご来場 

にご協力ください。 

• 問い合わせ先生涯学習課 S 37-2187 

野生イノシシの 
肉を食べないで!! 

相双地区内で捕獲された野生イノシシについて県でモニタリン 

グ調査した結果、放射能濃度が基準値を超えているケースがあっ 

たため、国ではイノシシの肉について摂取および出荷を制限して 

います。 

現在は牌期中であるため、野生イノシシの肉を手にする機会が 

あるかと思いますが、相双地区内で捕獲されたものについては当 

分の間、摂取および出荷を控えてください。 

【間い合わせ先】 

県自然保護課（S 024-521-7210) 

県食品生活衛生課（S 024-521-7242) 

市農林水産課農地林務係(S 37-2151) 

f生涯学習講座「放射線講座」を開催します"^ 

H23.12.1広報そうま© 

原
発
事
故
以
来
、
身
近
な
問
題
と
な
っ
た
放
射
線
が
心 

身
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
を
得
る
た
め
、 

各
分
野
の
専
門
家
の
先
生
を
お
招
き
し
て
放
射
線
に
関
す 

る
生
涯
学
習
講
座(

全
4
回)

を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た 

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 



へ 絲 
相 
島 

志賀家があつたという相馬高校の裏門辺リ 
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この連載講座は、市民のみなさんや相馬市に移住さ 

れるみなさんに、相馬の歴史を正しく知っていただく 

ためのものです。どうぞお楽しみに。 

一 や マ 熱 、 

出
し
た
家
で
六
百
石
の
大
身
、
祖 

は
笠
井
肥
後
守
と
い
い
武
田
信 

玄
.
勝
頼
に
仕
え
度
々
軍
忠
を
あ 

げ
た
武
将
で
あ
っ
た
。 

志
賀
家
は
作
家
志
賀
直
哉
を
生 

ん
だ
家
で
、
祖
父
直
道
の
代
ま
で 

一
一
百
石
、
現
相
馬
高
校
の
裏
門
辺 

り
に
屋
敷
が
あ
っ
た
。
直
道
に
つ 

い
て
は
、
直
哉
の
小
説「

祖
父」

 

に
詳
し
い
。 

岡
部
.
軍
司
家
に
つ
い
て
は
、 

新
井
白
石
の
自
伝「

折
た
く
柴
の 

記」

に
記
さ
れ
て
い
る
。
岡
部
に 

つ
い
て
はr

•
 
•

 
•
甲
斐
の
武
田 

の
家
に
て
岡
部
丹
波
守
と
聞
え
し 

人
の
孫
に
て•

•

•
岡
部
求
女
と 

い
ひ
し
。
其
嫡
流
の
子
孫
は
奥 

の
相
馬
の
家
に
あ
り
。」

と
あ
る
。 

代
々
五
百
石
の
大
身
で
家
老
職
を 

務
め
る
重
臣
で
あ
っ
た
。 

軍
司
に
つ
い
て
は「

折
た
く
柴 

の
記」

に『

戸
部(

土
屋
利
直
の 

こ
と)

の
ニ
男
に
て
お
は
せ
し
人 

の
、
陸
奥
の
相
馬
の
家
を
つ
が
れ 

し
時
に
、
め
し
ぐ
せ
ら
れ
て
か
し 

こ
に
ぞ
さ
ふ
ら
は
れ
け
る
。
成
人 

の 
> 
ち
は
、
弥
一
右
衛
門
と
い 

ふ
。
我
父(

白
石
の
父)

土
屋
の 

家
を
さ
り
給
ひ
し
後
に
は
、
か
の 

人
の
許
ょ
り
、
老
や
し
な
ひ
給
ふ 

べ
き
ほ
ど
の
料
を
ば
お
く
ら
れ
た 

り
。
..

.
』

と
あ
る
。
つ
ま
り 

勝
胤
が
相
馬
家
を
継
ぐ
際
に
随
っ 

た
家
臣
の
一
人
軍
司
弥
一
右
衛
門 

は
、
白
石
誕
生
以
前
、
新
井
家
の 

養
子
と
な
っ
た
が
、
白
石
が
誕
生 

後
軍
司
家
に
戻
っ
て
い
た
。
勝
胤 

が
相
馬
家
を
継
ぎ
、
弥
一
右
衛
門 

は
相
馬
の
家
臣
と
な
っ
て
も
、
土 

屋
家
を
去
っ
て
禄
を
失
っ
た
白
石 

の
父
に
暮
ら
し
の
資
を
送
っ
て
い 

た
と
い
ぅ
の
で
あ
る
。 

軍
司
家
は
代
々
弥
一
右
衛
門
を 

襲
名
、
百
三
十
四
石
の
大
身
で 

あ
っ
た
。 

都
甲
.
小
田
切
•
時
田
.
岡
. 

飯
塚
.
野
坂
、
各
百
石
以
上
の
大 

身
で
あ
っ
た
。 

江
戸
時
代
に
こ
の
ょ
ぅ
に
多
数 

の
臣
が
召
し
連
れ
ら
れ
、
大
身
と 

し
て
抱
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
勝
胤 

の
場
合
を
除
い
て
相
馬
に
は
な
い 

こ
と
で
あ
つ
た
。 

久
留
里
藩
土
屋
家
は
そ
の
後
改 

易
と
な
っ
た
が
、
最
後
の
藩
主
頼 

直
の
子
達
直
は
三
千
石
の
旗
本
と 

し
て
家
名
を
保
っ
た
。
久
留
里
の 

家
老
で
あ
っ
た
鳶
家
も
元
武
田
の 

家
臣
で
あ
っ
た
が
、
藩
改
易
後
中 

村
藩
士
と
な
っ
た
。
相
馬
藩
年
表 

(

相
馬
市
史
1
巻
通
史
編)

に 

は
、
元
禄
6
年(

1
6
9
3)

 

2 

月
9
日r

久
留
里
の
浪
人
鳶
惣
右 

衛
門
を
召
し
抱
え
る」

と
あ
る
。 

•
執
筆
藤
原
一
良
氏(

相
馬
市 

史
編
さ
ん
近
世
部
会
調
査
執
筆 

員)
 

•
問
い
合
わ
せ
先
生
涯
学
習
課 

(

S
3
7
2
1
8
7)

 

慶
安
4
年
跡
継
ぎ
が
な
い
ま
， 

亡
く
な
っ
た
1
8
代
相
馬
義
胤
の
跡 

を
継
い
だ
の
が
、
上
総
久
留
里
藩 

主
土
屋
民
部
少
輔
利
直
の
一
一
男
式 

部
直
方(

勝
胤
の
ち
忠
胤)

で 

あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
跡
継
ぎ
が
な 

い
ま
、
大
名
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、 

そ
の
家
は
断
絶
と
な
る
の
が
例
と 

さ
れ
た
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
の 

末
期
養
子
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た 

が
、
勝
胤
が
初
め
て
認
め
ら
れ
、 

末
期
養
子
の
最
初
と
い
わ
れ
る
。 

土
屋
家
は
元
武
田
家
の
遺
臣
で
、 

徳
川
家
康
に
仕
え
て
大
名
と
な
っ 

た
が
、
勝
胤
の
兄
頼
直
の
代
に
改 

易
と
な
り
旗
本
と
な
っ
た
。
相
馬 

家
を
継
い
だ
勝
胤
は
、
当
時
諸
大 

名
中
の
十
善
人
の
第
一
と
さ
れ
た 

名
君
で
、
近
世
大
名
と
し
て
の
相 

馬
家
の
た
め
に
数
多
の
施
策
を 

行
っ
た
。
そ
の
勝
胤
に
随
っ
て
久 

留
里
か
ら
移
り
中
村
藩
家
臣
と 

な
っ
た
の
が
都
甲•

岡
部•

小
田 

切•

志
賀
•
軍
司
•
時(

年
偏
に 

鳥)

田
•
飯
塚
の
諸
家
で
あ
る
。 

勝
胤
が
相
馬
家
に
入
る
以
前
に 

池
田
•
野
坂
.
岡
.
清
水
家
が
土 

屋
家
ょ
り
中
村
藩
に
仕
え
て
居
り
、 

更
に
土
屋
家
改
易
後
に
浪
人
と 

な
っ
た
家
老
鳶
家
が
中
村
藩
士
と 

な
り
、
鳶
家
ょ
り
分
か
れ
た
植
松 

家
も
中
村
藩
士
と
な
っ
て
い
る
。 

池
田
家
は
名
家
老
図
書
胤
直
を 



さまざまな芸能を披露芸能大会 

東曰本大震災復興支援事業と位置付 

けた第2 7回市芸能大会は1 1月6曰、 

はまなす館で開かれ、民謡や日舞など 

市民がさまざまな芸能を披露しました。 

市文化団体連絡協議会（荒川五郎会 

長）の主催。 

開会式では、荒川会長と松本卷子実 

行委員長などがあいさつを述べました。 

オカリナ、歌謡、コーラス、太極拳、 

フラダンスなど19団体が次々にステ一 

ジに上がり、日ごろの練習の成果を披 

露しました。 

また、いわき市出身の演歌歌手•紅 

晴美さんが駆けつけゲスト出演。「ど根 

性桜」などを披露し、相馬市民を激励 

しました。 

客席には大勢の市民が詰め掛け、大 

きな拍手を送っていました。 

法威絲X 
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|

議
場
で
発
表
小
屮
学
生
震
災
体
験 

r
K
内
か
ら
3
点
の
作
品
が
入
賞
福
島
県
発
明
M 

「
相
馬
の
子
ど
も
が
考
え
る
東 

日
本
大
震
災」

発
表
会
は
U
月
6 

曰
、
相
馬
市
議
会
議
事
堂
で
開
か 

れ
ま
し
た
。
市
教
育
委
員
会
が
日 

本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
の
支
援
を
受
け 

開
催
。 

震
災
で
生
活
の
大
き
な
変
化
を 

体
験
し
た
児
童
生
徒
自
身
が
何
を 

思
い
、
課
題
と
し
て
い
る
の
か
を 

考
え
る
こ
と
な
ど
が
発
表
会
の
目 

的
。 市

内
小
中
学
校
の
全
m
校
か
ら 

各
校
代
表
2〜

3
人
が
参
加
。
地 

震
や
津
波
、
原
発
事
故
に
よ
る
学 

校
や
家
庭
で
の
影
響
、
学
校
内
ア 

ン
ケ
丨
ト
結
果
子
ど
も
た
ち
の 

描
く
相
馬
市
の
将
来
像
な
ど
を
報 

告
し
ま
し
た
。 

「

震
災
時
の
校
内
で
は
泣
き
叫
ぶ 

児
童
も
い
た」

な
ど
震
災
体
験
談 

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
感
謝
、「

地 

震
と
津
波
に
強
い
ま
ち
づ
く
り」

 

を
は
じ
め
と
し
た
独
自
の
復
興
プ 

ラ
ン
な
ど
を
映
像
資
料
と
と
も
に 

示
し
ま
し
た
。 

日
常
生
活
か
ら
産
業
技
術
に
至 

る
ま
で
、
創
造
性
に
富
ん
だ
県
内 

の
優
れ
た
発
明
考
案
品
を
多
数
展 

示
し
た「

第
5
7
回
福
島
県
発
明 

展」

はS

月S

日〜

如
日
、
郡
山 

市
の
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
で 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

市
内
小
中
学
校
か
ら
出
品
さ
れ 

た2

点
の
作
品
の
ぅ
ち
、
県
教
育 

委
員
会
教
育
長
賞
な
ど
3
点
が
入 

賞
。 表

彰
式
で
は
入
賞
者
ー
人
ひ
と 

り
に
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、 

入
賞
し
た
子
供
た
ち
を
た
た
え
ま 

し
た
。 

県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
を
受
賞 

し
た
作
品
は
、
3
月
に
東
京
都
内 

で
開
催
さ
れ
る「

第
犯
回
全
日
本 

学
生
児
童
発
明
く
ふ
ぅ
展」

に
出 

品
さ
れ
ま
す
。 

【

第
M
回
福
島
県
発
明
展
入
賞 

者】
 

•
福
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

=

中
村
第
一
中
学
校
2
年
遠
間 

駿
斗「

花
火
を
片
付
け
る
ぞ〜

」
 

•
福
島
放
送
社
長
賞=

中
村
第
一 

小
学
校
3
年
荒
裕
也「

べ
ん
り 

な
シ
ャ
ワ—

」
 

•
振
興
賞=

桜
丘
小
学
校
5
年 

矢
吹
太
一「

ど
こ
で
も
つ
り
か 

わ」
 

喘
宝
箏
光
章 

佐
藤
典
孝
さ
ん 

6
9
歳
•
原
釜) 

佐
藤
さ
ん
は
、
相
馬
市
出
身
。 

中
村
一
一
中
卒
。
家
業
の
農
業
、
雑 

貨
店
を
営
む
傍
ら
、
昭
和
？8

年
に 

地
元
消
防
団
に
入
団
し
ま
し
た
。 

団
員
と
し
て
な
が
ら
く
活
動
に 

参
加
、
平
成
1
1
年
か
ら
5
年
間
は 

分
団
長
と
し
て
地
域
の
防
火•

防 

災
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
で
自
宅
を
失
い
、 

現
在
、
北
飯
渕
の
応
急
仮
設
住
宅 

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

(

佐
藤
さ
ん)

震
災
で
は
後
輩
の 

消
防
団
員
た
ち
の
活
躍
を
見
て
、 

誇
り
に
感
じ
ま
し
た
。 

今
ま
で
支
え
て
も
ら
つ
た
皆
さ 

ん
に
感
謝
の
報
告
を
し
た
い
で
す
。 



新しい出発を飾る 

家族の肖像写真撮影 
市内の仮設住宅で暮らす被災者を対 

象とした「頑張る家族の肖像」撮影は 

11月5日、柚木仮設住宅の集会所で 

スタートしました。全曰本写真連盟が 

主催。 

仮設住宅の集会所に設けられた特設 

スタジオで、希望する家族の写真をプ 

ロの写真家や全日写連の会員が撮影し、 

プリントしたアルバムとD V Dが贈ら 

れます。 

撮影に先立ち行われたオープニング 

式典では、全日写連の田沼武能会長が 

「次の人生へ向かうきっかけになるよ 

うな写真を撮ってさしあげたい」と、 

撮影への抱負を述べました。 

集会所には特設スタジオのほか、メー 

ク室も設けられ、プロのメーキャップ 

アーティストが希望者の髪や化粧を整 

えました。 

ファインダー越しにカメラマンがご 

家族に優しく語りかけ、和やかな雰囲 

気のなかで撮影が進められました。 

この撮影会は市内の仮設住宅を巡回 

し、来年の1月末まで行われます。 

® 広 報 そ う ま H 2 3 . 1 2 . 

し
て
い
ま
す
。
ェ
期
は
平
成
2
5
年 

9
月
ま
で
。 

日
本
赤
十
字
社
広
報
特
使
を
務 

め
る
女
優
の
藤
原
紀
香
さ
ん
が
1
0 

月
M
日
、
市
内
北
飯
渕
の
仮
設
住 

宅
を
訪
れ
、
入
居
者
た
ち
を
励
ま 

し
ま
し
た
。 

市
役
所
で
立
谷
市
長
と
面
会
し
、 

被
災
地
の
原
釜
地
区
な
ど
を
視
察 

し
た
あ
と
、
北
飯
渕
仮
設
住
宅
を 

訪
れ
、
大
勢
の
入
居
者
ら
か
ら
握 

手
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
熱
烈
な 

歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。 

集
会
所
で
は
支
援
物
資
の
贈
呈 

式
を
行
い
、
仮
設
住
宅
の
窓
へ
の 

断
熱
シ
丨
ト
や
集
会
所
へ
の
こ
た 

つ
な
ど
を
北
飯
渕
の
仮
設
住
宅
の 

組
長•

佐
藤
泰
治
さ
ん
と
星
す
え 

子
さ
ん
に
手
渡
し
ま
し
た
。 

藤
原
さ
ん
は「

女
優
と
し
て
だ 

け
で
は
な
く
、
赤
十
字
広
報
特
使 

と
し
て
、
皆
さ
ん
の
こ
と
を
忘
れ 

ず
に
、
復
興
が
進
む
よ
ぅ
に
い
ろ 

ん
な
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い」

 

と
述
べ
、
集
会
所
に
集
ま
つ
た
入 

罟
者
ら
を
励
ま
し
ま
し
た
。 

相
馬
市
災
害
廃
棄
物
中
間
処
理 

業
務
の
安
全
祈
願
祭
は
川
月
別
日
、 

市
内
光
陽
地
区
の
現
地
作
業
所
で 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

式
に
は
関
係
者
約
犯
人
が
出
席
。 

佐
藤
憲
男
副
市
長
、
公
募
選
考
で 

委
託
を
受
け
た
闕
フ
ジ
タ
東
北
支 

店
の
石
橋
光
雄
執
行
役
員
東
北
支 

店
長
ら
が
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
、
作 

業
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
の
津
波
な
ど
で 

生
じ
た
が
れ
き
の
仮
置
き
場
を
含 

む
周
辺
約
1
2
ヒ
a
の
敷
地
に
ふ
る 

い
機
な
ど
を
設
置
す
る
選
別
エ
リ 

ア
、
木
く
ず
粉
砕
エ
リ
ア
な
ど
を 

設
け
、
が
れ
き
を
燃
え
る
ご
み
、 

金
属
類
な
ど
に
分
別
し
て
い
き
ま 

す
。
U
月
中
か
ら
作
業
が
本
格
化 

ポ
災
汽
廃
棄
物
屮
間
処
理
作
業
の
安
全
を
祈
願 

藤
原
紀
香
さ
ん
仮
設
人
居
者
激
励 

復
興
の
力
に 

全
国
大
会
出
場 

全
国
大
会
に
出
場
す
る
ト
ラ
ン 

ポ
リ
ン
と
柔
道
両
競
技
の
選
手
が 

U
月
1
日
、
市
役
所
を
訪
れ
立
谷 

市
長
に
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。 

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
佐
藤
優
子
選 

手(

県
選
抜)

は
全
国
ス
ポ
ー
ッ
. 

レ
ク
リ
ェ
^—

シ
ョ
ン
祭(

1
1
月
5 

〜

7
日
.
栃
木
県
}
、
相
馬
柔
道 

会(

県
選
抜)

が
全
国
青
年
大
会 

(

い
月
1
2
日
、
東
京
都)

の
男
子 

団
体
の
ほ
か
、
男
子
個
人
•
軽
量 

級
に
池
田
正
平
選
手(

県
選
抜)

 

が
出
場
し
ま
し
た
。 

選
手
を
代
表
し
て
相
馬
柔
道
会 

の
鈴
木
正
幸
選
手
が「

復
興
の
力 

に
な
れ
る
よ
ぅ
な
結
果
を
出
し
た 

い」

と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。 

立
谷
市
長
は「

ぞ
ん
ぶ
ん
に
力
を 

発
揮
し
て」

と
選
手
ら
を
激
励
し 

ま
し
た
。 



し れ ど 水 シ の ま げ の わ 福 れ 祉 シ 
い id 3 3 の 

ム よ 親 せ 市 ら セ 3 
ひ 来 店 1 1 1三•! 

に 
手 場 ろ 子 て 県 子 約 ン ツ 

と 場 屋 3 な 

1三•! 

に ア で と と の 育 500 タ プ 
と し さ 1 ど よ 

る 
ア 

ダ 
ン 
ス 

は 開 の 地 1 て 人 1 は 
き た ん や の 

よ 
る 
ア 

ダ 
ン 
ス 

催 つ 域 子 支 が で 11 
を 親 コ ア ア 

よ 
る 
ア 

ダ 
ン 
ス 

ク し な 社 育 援 来 行 月 
過 子 I ク h 

よ 
る 
ア 

ダ 
ン 
ス 

フ た が て 連 切 わ 13 ザ、、 
し 連 ナ セ ラ ン 

同 
ツ も と の 絡 し れ 曰 

し れ I サ ク パ 同 プ の の 子 曰 
ま ら が リ シ ン 連 ス で 輪 衣 1_ が し 親 総 
し は 催 I 3 V 絡 そ す を て に 主 た 子 
た 楽 さ な ン ン 石 つ 

o 
広 中 め 催 

〇 
連 福 

み 
ん 
な 
で 
子 
ム-

て 
7 

イ 

X ? か シ 育 祝 て 記 北 つ に れ い が 結 総 
食 わ 3 祝 い 招 念 原 を 御 た 相 式 出 婚 ロ 市 
を い ン 児 宴 状 待 口口 恒 述 指 経 Mi； で 席 50 福 金 
楽 ら が た が な 者 を 子 ベ 導 験 の は し 周 祉 

セ 
ン 
タ 

婚 
し し 行 

わ 
れ 

L一 
は ど 席 手 さ 

ヽ 
賜 を 成 ま 年 

祉 
セ 
ン 
タ 

を 
み い 

行 
わ 
れ 

L一 じ を を 渡 ん 代 長 
1 . 

し を 

祉 
セ 
ン 
タ 

祝 
ま 踊 

行 
わ 
れ 

レし 

よ 
る 

ま 手 回 し 夫 表 た 下 に 谷 た 迎 

祉 
セ 
ン 
タ つ 

し り 

行 
わ 
れ 

レし 

よ 
る 

る 渡 り ま 婦 の い の 皆 市 
o 
え 

祉 
セ 
ン 
タ 

-JX 
た を 

出 

レし 

よ 
る と し — し に 北 

1_ 
世 さ 長 た 1 

で 
は 〇 

見 出 ア ヽ 
ま 組 た 祝 原 と 代 ま が 夫 

1 
で 11 

な 席 h 相 し -
〇 
い 功 あ の が “1 婦 開 月 

が 者 ラ た 組 続 状 さ い も 培 新 58 か 1 
ら は ク 保 

o 
に い と ん さ の わ し 組 れ 曰 

地
域
で
子
育
て
を
考
え
る 

子
育
て
ワ
イ
ワ
イ
シ
ヨ
ッ
プ 

夫
W
円
満
末
永
く 

金
婚
を
祝
う
会 

ブータンのジグメ•ケサル•ナムゲル•ワ 

ンチュク国王が11月18日、ジエツン•ぺ 

マ王妃とともに相馬市を訪れました。 

桜丘小学校の多目的ホールで国王夫妻は5、 

6年生の児童を激励しました。 

児童の代表から「今日お二人にお目にか 

かったことは私たちの励みとなり、希望で 

す。」と歓迎の言葉が述べられると、ワンチュ 

ク国王夫妻は一礼して微笑みました。 

同小児童による合唱で「桜丘小学校校歌」 

「船出の朝」や、よさこい踊りが国王夫妻に 

披露されました。 

子どもたちの歓迎を受けたワンチュク国王 

は「ブータン国民も皆さんに親愛の情を表し、 

励ましたいという気持ちを持っています。私 

たち二人は国民を代表して親愛の情を表すた 

めに来ました」とあいさつ。つづけて国王は 

「龍」を人の人格に例え、自分の龍を鍛練し 

てくださいとのメッセージを児童らに残し、 

王妃は「今度来日する時は、必ずまたここに 

来ます」と笑顔で述べました。 

桜丘小を後にした国王夫妻は津波により甚 

大な被害を受けた原釜•尾浜地区に向かい、 

相馬双葉漁業組合原釜支所と原釜•尾浜海水 

浴場で、立谷市長から写真や映像資料などと 

ともに、被災状況の説明を受けました。 

原釜•尾浜海水浴場で国王夫妻は、ブータ 

ンの僧りよらとともに犠牲者を悼み、被災地 

区に向かい合掌し、黙とうを捧げました。 

ブータン国王夫妻 

桜丘小、原釜•尾浜訪問 

K ing and Oueen of Bhutan 

H23.12.1広報そうま迅 

M m 



相馬青年会議所（JC)の中心市街地の活性 

化を目指した「きらめきそうま2 0 1 1 」 は 

11月1日夜、点灯式が行われました。新町 

緑地公園に復興を願うイルミネーションが灯 

り、訪れる市民を和ませています。 

毎年12月にイルミネーションを飾ってき 

たこの事業を、亀澤耕一郎相馬JC理事長は 

あいさつで「震災で一度断念しかけたが、悩 

むより行動すべきと考えた」と今回の開催の 

経緯を述べました。越谷JC (埼玉県）から 

のモミの木寄贈などの支援を受けながら、今 

年は一力月前倒しの開催となりました。 

点灯式のあと相馬市出身のシンガー•ソン 

グライターで、さいがいエフエムのパーソナ 

リティーとしても活躍している堀下さゆりさ 

んと桜丘小児童のミニライブが催されました。 

堀下さんと市内の幼稚園から高校まで全2 

•校が参加し12曲をレコーディングした 

「福島の子ども達に笑顔をプロジェクト」の 

活動がミニライブで報告されました。 

プロジェクトの中から「胸をはって歩こ 

う」「ふたりで半分こ」、相馬を想い作られた 

曲「この街に咲く花のように」などが披露さ 

れ、歌声が幻想的なイルミネーションととも 

に市民の心を照らしました。 

街を彩るイルミネーション 

きらめきそうま2 0 1 1 

® 広 報 そ う ま H 2 3 . 1 2 . 1 

吉田さんへ金色有功章 

献 血 1 0 0回を達成 

した吉田奈々恵さん（小 

野）にこのほど、日本 

赤十字社から金色有功 

章が贈呈されました。 

吉田さんは1 6歳か 

ら献血を始め、現在も 

月に1〜2回の割合で 

成分献血に協力してい 

ます。 

「献血は自分ができる身近なボランティア。多くの 

人々の支えになると同時に自分の健康管理にも役立 

つ。これからも機会があれば協力していきたい」と 

話していました。 

島
村
さ
く
さ
ん 

百
歳
お
め
で
と
ぅ 

島
村
さ
く
さ
ん(

山
上)

は
、 

:
:
月
1
5
日
満
1
0
0
歳
を
迎
ぇ
ら
れ
、 

自
宅
で
知
事
賀
寿
な
ど
が
贈
ら
れ 

ま
し
た
。 

当
日
は
新
田
光
相
双
保
健
福
祉 

事
務
所
保
健
福
祉
課
長
か
ら
知
事 

賀
寿
や
記
念
品
、
星
光
市
保
健
福 

祉
部
長
や
鈴
木
誠
一
社
会
福
祉
協 

議
会
事
務
局
長
な
ど
か
ら
記
念
品 

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

島
村
さ
ん
は
現
在
ベ
ッ
ド
に
寝 

た
き
り
で
す
が
、
9
8
歳
ま
で
畑
仕 

事
を
し
て
い
ま
し
た
。 



H23.12.1広報そうま也 

東
日
本
大
震
災 

無
料
困
リ
ご
と
相
談• 

法
律
相
談
会 

震
災
に
よ
り
、
法
律
問
題
や 

税
金
問
題
で
お
悩
み
の
方
そ
の 

他
生
活
全
般
に
つ
い
て
の
困
り 

ご
と
が
あ
る
方
を
対
象
に
無
料 

相
談
を
行
い
ま
す
。
ど
ん
な
相 

談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。 

ど
ぅ
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く 

だ
さ
い
。 

•
日
時
平
日
•
1
3
時〜

1
7
時 

•
場
所
市
役
所
分
庁
舎
2
階 

第
ー
会
議
室(

S
3
7
2 
2 
0 

6)
 

•
担
当
福
島
県
弁
護
士
会
、 

相
馬
市
四
団
体
協
議
会(

司
法 

書
士
会•

行
政
書
士
会•

土
地 

家
屋
調
査
士
会•

税
理
士
会)

、 

福
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会 

弁
護
士
会
は
月
曜
日
•
木
曜 

日
の
4
時〜

1
6
時 

市
四
団
体
協
議
会
は
平
日
1
3 

時〜

1
7
時 

社
会
保
険
労
務
士
会
は
毎
週 

火
曜
日
1
3
時〜

1
5
時 

相
談
内
容
に
よ
り
担
当
を
割 

り
当
て
て
い
ま
す
の
で
、
不
明 

な
点
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ 

く
だ
さ
い
。 

無
料
法
律
相
談
会 

日
常
の
お
悩
み
に
、
法
律
的 

な
観
点
か
ら
無
料
で
相
談
を
行 

い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
生
活 

環
境
課
ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ 

い
。
予
約
は
1
2
月
ー
日(

木)
 

か
ら
。 

•
日
時
1
2
月
1
9
日(

月)

1
0 

時
仍
分〜

4
時
4
0
分 

•
場
所
市
役
所
1
階
市
民 

相
談
室 

行
政
相
談 

參
日
時
じ
月
1
3
日(

火)

1
0 

時〜

1
2
時(

毎
月
第
ヱ
火
曜
日)

 

•
場
所
市
民
相
談
室(
市
役 

所
ー
階)
 

行
政
相
談
は
、
役
所(

国
. 

県
•
市)

や
特
殊
法
人
の
仕
事 

に
関
す
る
苦
情
や
要
望
に
つ
い 

て
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決 

を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守 

し
ま
す
。
ま
た
、
時
間
外
は
相 

談
員
宅
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

•
堀
川
相
談
員(

0
3
5
2 
2 
4 

2)

 

•
斉
藤
相
談
員(

S
3
5
2 

6
8
0)

 

市
民
相
談 

毎
日(

土
、
日
、
祝
日
を 

除
く)

、
生
活
環
境
課
で
。 

消
費
生
活
相
談 

訪
問
販
売
•
商
品
ト
ラ
ブ
ル 

な
ど
に
つ
い
て
。 

じ
月
1
6
日(

金)

9
時〜

1
5 

時
、
1
階
市
民
相
談
室
で
。 

時
間
外
は
相
談
員
宅
で
も 

受
付
。
•
須
藤
相
談
員(

S 

%
3
2
8
4
} 

多
重
債
務
相
談 

毎
日(

土
、
日
、
祝
日
を 

除
く)

、
ー
階
市
民
相
談
室
で
。 

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
相 

談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま 

す
。 

交
通
事
故
相
談 

毎
週
木
曜
日(

1
曰
と
祝
曰 

を
除
く)

 

9
時〜

1
7
時
、
生
活 

環
境
課
内
交
通
相
談
所
で
。 

相
談
窓
口•

問
い
合
わ
せ
先 

生
活
環
境
課(

S
3
7
2
1
4
4) 

福
島
県
弁
護
士
会
の 

被
災
者
支
援
活
動 

《

震
災
•
原
発
無
料
電
話
相
談》

 

•
対
象
震
災
•
原
発
で
被
災
さ 

れ
た
方 

•
受
付
時
間
平
日
^
:
時〜

1
6
時 

※
相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
通
話 

料
は
か
か
り
ま
す
。 

•
電
話
番
号 

•
〇 
2 
4—

5
3 
4—

1
2
1
1 

•
〇 
2 
4
1
9
2 

5
1
6
5 

1
1 

•
〇 
2 
4 
2
1
2 

2 
5 
2 
2 

V
0
2
4
6―

2 
5
1
o 
4 
5 
5 

《

震
災
.
原
発
無
料
面
談
相
談》

 

•
対
象
震
災•

原
発
で
被
災
さ 

れ
た
方 

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
。 

•
実
施
場
所
相
馬
法
律
相
談
セ 

ン
タ
j (

中
村
桜
ケ
丘
5
6
1
1 

T
K
ウ
ヱ
ル
ネ
ス
桜
ケ
丘
o)

 

•
予
約
方
法
平
日
1
0
時〜

1
6
時 

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
曜
日
、
時 

間
な
ど
は
予
約
の
際
に
お
問
い
合 

わ
せ
く
だ
さ
い 

•
電
話
番
号(

フ
リ
丨
ダ
イ
ヤ 

ル
} 

0
1
2
0 

—

 

7
〇
〇 

—

 

7
9 

《

原
子
力
発
電
所
事
故
被
害
者 

救
済
支
援
セ
ン
タ
丨》

 

•
対
象
原
発
事
故
で
被
災
さ
れ 

た
方 

•
支
援
内
容
弁
護
士
を
紹
介
し 

ま
す
。
セ
ン
タ
丨
が
紹
介
し
た
担 

当
弁
護
士
に
お
客
様
か
ら
ご
連
絡 

し
て
い
た
だ
き
、
ご
予
約
の
上
、 

担
当
弁
護
士
の
事
務
所
に
て
相
談 

あ
る
い
は
依
頼
と
な
り
ま
す
。 

※
相
談
は
3
回
ま
で
無
料
で
す
。 

•
受
付
窓
口
平
日
1
0
時〜

1
5
時 

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

•
電
話
番
号 

o 
2 
4—

5
3 
3—

7 
7 
7 
o 

《

そ
の
ほ
か
情
報
提
供》

 

t

V
ホ
^―

ム
ぺ
^―

ジ
ア
ド
レ
ス 

htt{D://crcsiness3.T3lala.
 

o
r
.
-
5
'
/
f
b
a
/
 

•
携
帯
ホ
丨
^
^
へ
丨
ジ
ア
ド
レ
ス 

h
t
t
p
:
/
/
C
r
u
s
i
n
e
s
s
3
.
p
l
a
l
a
.
 

or.jp/fba/k/
 

健
康
相
談 

毎
日(

土
、
日
、
祝
日
を
除
く)

、 

保
健
セ
ン
タ
j
で
。
自
動
血
圧
計 

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン 

タ 

0
3
5
4
4
7
7)

 

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談 

第
2 
• 

4
水
曜
日(

祝
日
の
場 

合
は
翌
日)

、
1
3
時〜

1
6
時
、
市 

社
会
福
祉
協
議
会(

総
合
福
祉
セ 

ン
タ
j
内
3
3
6
5 
0 
3 
3)

で
。 

http://Crusiness3.plala


^ 1 2 月 の 行 事 予 定 】 
(11月16日現在） 

月 曰 行 事 名 時 間 場 所 

12 月10 曰(土) 
年末年始の交通事故防止 
県民総ぐるみ運動（〜1/7) 

12月11日（日） 
オカリナ•男声合唱 
ジョイントコンサ一卜 

14 ： 00 
コミュニティ 
センター 

12 月17 日（土） N - craftsコンサ一卜 15 ： 00 [はまなす館 

12月18日（日） スポーツフェステイバル 9 ： 30 
jスポーツアリーナ 

Iそうま 

献 血 に ご 協 力 を 

月 曰 時 間 場 所 

12月5日（月） 
10 ： 00 〜12 ： 00 三星化学工業（株）相馬工場 

12月5日（月） 
13 ： 30 〜16 ： 30 ローム•アンド•ハ一ス•ジャパン（株） 

12月7日（水） 10 ： 00 〜16 ： 30 市民会館 

12月11日（曰） 
10 ： 00 〜14 ： 00 エイ卜タウン相馬 

12月11日（曰） 
14 ： 30 〜16 ： 30 x橋屋小泉估 

※採血は医師の診断のうえ行います。 

6-66 

6-； 

-0: 

沖ノ内3丁目 

泉字高池 

中村字泉町 

相馬中央病院 

あらき産婦人科クリニック 

浜通リふれあい診療所 

月4日（日 

日（日 月 

月23日（金: 

※診療時間は9:00〜16:00 

※救急医療病院は公立相馬総合病院（S 36-510 

相馬中央病院（ S 36-661 

-25； 

間は9:00 ※診療時 
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DIGI 了 

心の健康相談 

東日本大震災および原発事故により、こころにも、 

からだにも負担が増している事と思います。 

「最近、気持ちが沈んで困っている」 

「先々のことが心配で、イライラする、怒りっぽく 

なった」 

「動悸が続いている」 

「子供が学校に行けなくなって.• •」など 

福島県相双保健福祉事務所では、医師による様々な 

こころの問題についての相談を行っています。 

相談は無料で、秘密は厳守いたしますので安心して 

ご相談ください。 

事前に予約をお願しヽします。 

•申込•問い合わせ先福島県相双保健福祉事務所 

障がい者支援チ一ム（02 6 — 1 1 3 2) 

実施月日 時間 場所 

12月9日（金） 14時〜16時 新地町保健センター 

平成24年1月25日（水） 9時〜11時 相馬市保健センター 

2月17日（金） 14時〜16時 新地町保健センタ一 

2月29日（水） 14時〜16時 相双保健福祉事務所 

3月7日（水） 14時〜16時 相馬市保健センター 

H23.12.1広報そうまCf 
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国民健康保険•後期高齢者医療の一部負担金免除証明書について 

今回の震災により被災された国民健康保険と後期高齢者医療の被保険者の方で次の免 

除理由に該当する方は、市または後期高齢者医療広域連合が発行する一部負担金等免除 

証明書を医療機関（薬局を含む）に提示することによって、平成24年2月29日（入院 

時食事療養費などは、厚生労働大臣が定める曰）まで一部負担金が免除されます。 

医療機関に受診される際は、保険証と免除証明書を提示してください。免除証明書を 

提示しないと一部負担金がかかります。 

《免除の理由》 

(1)住家の全半壊、全半焼またはこれに準ずる被災をした方 

(2)主たる生計維持者が死亡しまたは重篤な傷病を負った方 

(3)主たる生計維持者の行方が不明である方 

(4)主たる生計維持者が業務を廃止し、または休止した方 

(5)主たる生計維持者が失職し、現在収入がない方（雇用保険受給中は対象となりません） 

(6)福島原発の避難指示地域の住民であった方 

(7)福島原発の計画的避難区域及び緊急時避難準備区域の住民であつた方 

(8)福島原発の特定避難勧奨地点に居住しているため避難を行っている方 

長期入院（入所）していた先に 
住民粟を異動していない方の一部負担金免除について 

入院（入所）していた医療機関などが原発事故によって免除理由の避難対象地域となっ 

た場合や、地震などにより医療機関などの建物が全半壊となった場合で、次の要件に当 

てはまる方は窓口一部負担金が免除されることになりました。 

《長期入院（入所）していた方の免除の要件》 

®医療機関等に1年以上入院（入所）しており、生活の実態が医療機関などであったと 

認められること 

©入院（入所）されている方が単身世帯であること 

該当される方は、一部負担金等免除証明書の申請をしてください。なお、すでに一部 

負担金を支払っている場合は、還付されます。 

•問い合わせ先保険年金課( 0 3 7 - 2 1 4 0) 
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被災者向け市営住宅団地 

団地名 坪ヶ迫 

住所 新沼字坪ヶ迫1一1 

タイプ 3 K (2階建） 

募集戸数 1 

家賃 
15,400 円〜23,000 円 

最大2年無料 

学区 
市立中村第二小学校 

市立中村第二中学校 

駐車場 1台 

※駐車場を2台分使用する場合、 

2台目分は、使用料を負担して 

いただきます。 

※家賃とは別に管理費•水道光熱 

費は負担していただきます。 

※無料期間後の継続入居は状況に 

よります。 

H23.12.1広報そうま 

被災者向け県営住宅団地 
入居申込方法や入居者の選定方法を 
お知らせします 

《基本方針》 

平成23年3月11日時点で市内に住民粟のある、優先者（妊婦、 

4歳以下の子どもがいる方、身体障がい者、75歳以上）のいる 

世帯が優先的に入居できるようにします。 

《被災者向け県営住宅団地に入居できる方》 
(1)以下のいずれかに該当する、自らの資力で住宅を得ること 

ができない世帯とします。 

•大震災により住家が全壊、全焼、または流出し、居住する住家 

がない世帯、長期にわたり自らの住家に居住できない世帯 

*被災者で既に応急仮設住宅や福島県借上住宅、雇用促進住宅に 

入居されている方は申し込みできません。 

応急仮設住宅（県営住宅型） 

団地名 

住所 
入居開始 

予定月 
戸数 タイプ 備考 

県営沖の内団地 
沖ノ内一丁目10 — 3 

1月 1 2DK(1階） 
15,700 円〜39,000 円 

最大2年無料 

ぺッ卜の飼育は不可です。 

《入居期間•入居にかかる費用》 

入居期間は原則1年です。ただし、特別の事情がある場合は、 

6力月延長することができるものとし、最長2年。家賃は無料で 

す。駐車場については、1台のみで無料です。ただし、電気•水 

道•ガスなどの光熱水費、共益費、自治会費などは入居者負担で 

す。また、退去時の修繕費用についても入居者負担です。 

《入居申込方法》 

入居を希望される方は、り災証明書、印かんをご持参のうえ、 

相馬市役所建設部建築課にて手続きをお願いします。 

•受付期間1 2月1曰（木）〜1 2月1 5日（木） 

《入居者選定方法》 
1.入居は、「優先者」「一般者」の順とします。優先者の応募が 

複数あった場合は抽選となります。 

2.後日、当選者に通知します。 

3.当選者が辞退した場合、次点の候補者が繰り上げ当選となり 

ます。 

《留意事項》 
•部屋の仕様など：照明器具、ガスコンロ、浴槽•風呂釜、エア 

コン（1台）、 

•カーテン（3窓)、ガス瞬間湯沸し器は用意してあります。 

•入居される方は、「住宅の応急修理制度」は受けられませんの 

でご了承ください。 

會お問い合わせ先相馬市役所建設部建築課（S 37 2 1 7 9) 

ロらせ 
入
居
者
を
募
集
し
ま
す 

被
災
者
向
け 

市
宵
住
セ
池
地 

被
災
者
向
け
の
市
営
住
宅
団
地 

の
入
居
申
込
み
を
次
に
よ
り
受
け 

付
け
ま
す
。 

《

入
居
の
条
件》

 

•
住
宅
の
応
急
修
理
制
度
を
利
用 

し
て
い
な
い
、
応
急
仮
設
住
宅
. 

福
島
県
借
上
住
宅
•
雇
用
促
進
住 

宅
へ
入
居
し
て
い
な
い
方 

•
大
震
災
に
よ
り
住
家
が
全
壊
、\

す
。 

全
焼
、
流
出
し
、
居
住
す
る
住
家 

が
な
い
方
、
長
期
に
わ
た
り
自
ら 

の
住
家
に
居
住
で
き
な
い
方 

•
自
ら
の
資
力
で
再
建
で
き
な
い 

方 
平
成
2
3
年
3
月
。
日
時
点
で
市 

内
に
住
民
粟
の
あ
る
、
妊
婦•

 

4 

歳
以
下
の
子
ど
も
•
身
体
障
が
い 

者•

7
5
歳
以
上
の
高
齢
者
の
い
る 

世
帯
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま 

•
申
込
期
間 

1
2
月
1
日(

木)
〜

1
2
月
1
5
日(

木)
 

※
り
災
証
明
書
と
印
か
ん
を
ご
持 

参
く
だ
さ
い
。 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
建
築 

9課 

住 
宅 
管 
理 
係 

S 
37 



被災自動車の 
迪分についで 

NQ 登録番号 メーカー 車種 色 No. 登録番号 メーカー 車種 色 

33 い わ き 4 0 つ 8 2 0 7 白 320 福 島 3 0 0 て 7 3 6 0 ボルボ 紺 

234 福島 480 く 1924 ホンダ 321 福 島 8 8 0 あ 3 7 8 白 

235 宮 城 4 0 0 た 1 3 6 2 卜3タ 白 327 福 島 5 8 0 そ 4 5 7 

236 福 島 5 0 0 の 3 3 9 9 ホンダ シルバー 328 福 島 5 8 0 な 1 0 7 1 シルバー 

237 福 島 4 1 つ 2 7 0 9 三菱 ミニ力 331 福 島 4 0 0 そ 9 8 9 3 シルバー 

238 福 島 4 1 こ 4 2 7 2 ホンダ 332 福 島 5 0 0 す 4 6 4 7 

239 福 島 4 8 0 か 7 6 2 8 336 福 島 4 8 3 い 2 1 3 スズキ エブリ- 白 

240 福 島 4 5 ふ 1 9 2 9 卜日タ カロ一ラバン 白 338 福 島 5 8 0 な 2 2 4 0 

241 福 島 5 3 て 2 8 2 7 卜ヨタ コルサ 青 339 福 島 5 3 0 た 2 1 1 5 

242 福 島 5 0 0 も 4 1 6 0 日産 白 340 福 島 5 0 1 に 8 4 7 0 黒 

243 福 島 5 0 0 ぬ 1 8 1 7 ホンダ 白 343 福 島 3 0 0 ほ 2 7 4 8 卜3タ ブログレ シルバー 

244 福 島 4 0 0 せ 6 4 4 0 卜3タ 白 348 福 島 4 8 0 き 8 7 4 7 スズキ エブリ一 

245 福 島 5 0 ゆ 7 1 7 0 349 福 島 4 1 ち 9 2 4 6 

246 福 島 5 8 0 こ 8 1 8 4 352 福 島 4 1 つ 3 6 5 0 白 

247 福 島 4 8 0 う 6 9 4 355 福 島 4 0 0 ち 1 1 7 2 

248 福 島 5 0 1 た 2 3 6 5 卜3タ 白 356 福 島 3 0 0 た 9 3 5 5 

249 福 島 3 3 ぬ 2 5 2 7 卜3タ 灰 357 福 島 5 3 す 1 3 0 0 ホンダ シ ビック 

253 福 島 4 8 0 か 7 5 8 3 白 359 福 島 4 8 0 あ 7 6 0 1 

254 福 島 5 8 0 か 5 3 6 5 スズキ ワゴンR 364 福 島 5 0 1 に 9 6 0 3 白 

255 福 島 5 8 0 ち 8 4 1 5 三菱 卜ッポ 365 福 島 3 0 0 の 4 5 4 4 卜3タ ハイエ一ス シルバー 

256 福 島 4 1 つ 7 9 5 白 366 福 島 5 0 1 は 7 8 5 3 シルバー 

257 福 島 5 8 0 こ 7 6 2 5 373 福 島 4 8 0 き 3 1 3 1 

259 福 島 4 8 0 え 7 7 6 3 白 374 福 島 3 0 0 む 6 1 0 3 

262 福 島 4 1 た 6 7 9 3 白 376 福 島 4 1 ち 2 9 4 6 ダイハツ H 丨 J E T 白 

263 福 島 4 8 0 い 9 2 5 5 スズキ アルト 378 福 島 5 0 0 な 9 9 9 9 トヨタヴィッツ 白 

264 福 島 3 0 0 と 9 1 2 0 381 福島 480 く 474 ホンダ 

266 福 島 4 8 0 あ 7 8 3 6 スバル 白 384 福 島 5 0 ら 1 1 8 3 シルバー 

270 福 島 4 1 き 3 7 7 1 ダイハツ H 丨 J E T 白 387 福 島 4 5 の 7 3 8 6 三菱 

274 仙 台 3 0 0 そ 7 6 0 8 389 福 島 4 1 さ 2 9 5 3 ダイハツ| H丨J巳T 白 

276 福 島 4 8 0 か 5 7 3 6 スズキ 白 390 足 立 3 3 の 2 5 5 0 シルバー 

278 福 島 5 3 0 に 1 2 3 5 白 392 福 島 4 1 そ 8 4 1 0 ダイハツ H 1 J 巳T 白 

280 福 島 4 8 0 い 2 3 2 ダイハツ H 1 J 巳T 395 福 島 3 3 ま 5 6 0 6 白 

281 福 島 4 1 け 6 6 0 8 白 396 福 島 4 8 0 き 7 0 9 6 ダイハツ H 1 J 巳T 白 

283 福 島 5 0 1 ち 9 3 2 5 シルバー 399 福 島 8 0 0 す 5 5 2 1 

287 福 島 5 0 た 7 7 0 1 三菱 パジエロミニ 紺 401 福 島 3 3 ふ 4 7 4 8 イスズ ビッグホーン 白 

291 福 島 5 0 0 も 3 9 8 0 ホンダ フィッ卜 シルバ一 402 福 島 4 1 い 2 4 9 0 ホンダ 

292 福 島 5 0 ぬ 3 1 2 403 福 島 8 8 に 5 1 白 

295 福 島 3 3 0 さ 8 0 1 9 日産 T 丨 N O 404 福 島 3 3 は 8 5 3 7 日産 青 

296 福 島 4 8 0 き 2 6 1 9 シルバー 408 福 島 4 8 0 い 4 7 9 3 シルバー 

297 福 島 4 8 0 き 2 1 8 6 白 411 福 島 4 1 う 9 0 9 1 白 

300 福 島 5 0 0 む 9 2 5 5 日産 シルバ一 413 福 島 4 0 0 ち 6 3 2 6 イスズ 

301 福 島 5 0 は 8 0 2 8 ホンダ ライフ 416 福 島 4 1 さ 7 4 5 1 ダイハツ H 丨 J E T 白 

305 福 島 4 1 き 7 6 0 6 ホンダ グリーン 418 福 島 5 8 0 つ 6 8 4 5 シルバー 

307 会 津 5 0 0 す 3 5 2 9 青 421 福 島 4 1 け 9 2 1 8 白 

309 福 島 4 8 0 き 7 5 2 9 白 422 福 島 5 0 ぬ 9 0 6 0 シルバー 

317 福 島 5 8 0 つ 9 9 2 8 ダイハツ ムーブ 黒 424 福 島 5 0 1 は 2 7 9 0 シルバー 

319 福 島 4 5 ほ 5 7 1 2 青 425 福 島 5 8 0 て 2 5 5 3 三菱 X R 白 

也 広 報 そ う ま H 2 3 . 1 2 . 1 

相
馬
市
で
は
被
災
自
動
車
を
保 

管
し
て
い
ま
す
。 

次
の
自
動
車
登
録
番
号
の
所
有 

者
で
、
被
災
自
動
車
を
引
き
取
ら 

れ
る
方
は
、
平
成
m
年
じ
月
比
日 

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

手
続
き
方
法
と
日
時(

毎
週
金 

曜
日)

な
ど
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

な
お
、
平
成
？
3
年
1
2
月
比
日
ま 

で
に
連
絡
が
な
い
自
動
車
に
つ
い 

て
は
、
市
で
永
久
抹
消
手
続
き
お 

よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
手
続
き
を 

行
い
ま
す
。 

•
連
絡
先
生
活
環
境
課 

(

S
3
7
2
1
4
3)

 



経
済
セ
ン
サ
ス
の
マ
ス
コ
ッ
ト 

震
災
で
被
災
さ
れ
た
産
婦
に
対
す
る
義
援
金=

ケ
シ
ヨ
支
給 

t 

一活動調査一 

通話料は無料: 0 3 4 

-ダイヤ 

料） 

レ 

曰 平成24年2月 
「経済センサス 

4 4 2 〇 

P電話などフリ 

6830 一 1034 (有： 

ンサイ卜をご覧くださ 

〇 コ.“ルセンタ•^ I 

050から始まる 

接続できない場合：03 

総務省のキャンぺ-

go.jp/data/e-census/campaign/index.htm 

詳しい内容は 

http://www.s 

途
上
国
の
妊
産
婦
と
女
性
の
命 

と
健
康
を
守
る
活
動
を
行
つ
て
い 

る
国
際
協
力
N
G
o
ジ
ョ
イ
セ
フ 

(

財
団
法
人
家
族
計
画
国
際
協 

力
財
団)

は
、
東
日
本
大
震
災
発 

生
直
後
か
ら
募
金
を
呼
び
か
け
、 

5
月
末
ま
で
に
、
約
4
、
o
o
o
万 

円
の
義
援
金
が
国
の
内
外
か
ら
寄 

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

ジ
ヨ
イ
セ
フ
は
こ
れ
を
も
と 

に
、
企
業
か
ら
い
た
だ
く
支
援
金 

の
一
部
を
加
え
、
東
日
本
大
震
災 

で
被
災
さ
れ
た
、
岩
手
県
、
宮
城 

県
、
福
島
県
の
産
婦
に
次
の
要
領 

で
義
援
金
を
直
接
支
給
し
ま
す
。 

•
ケ
シ
ョ
と
は
ア
フ
リ
カ
で
広 

く
使
用
さ
れ
て
い
る
ス
ワ
ヒ
リ
語 

で「

あ
し
た」

を
意
味
し
ま
す
。 

•
対
象
者
被
災
時
に
岩
手
、
宮 

城
、
福
島
3
県
に
住
民
累
が
あ
つ 

た
被
災
者(

居
住
す
る
家
屋
が「

全 

壊」

ま
た
は「

半
壊」

し
た
方
、 

ま
た
は「

警
戒
区
域」

に
居
住
し 

て
い
た
方)

で
、
平
成
？3

年
3
月 

1
日〜

1
2
月
3
1
日
に
出
産
し
た
女 

性 •
支
給
金
額
一
人
あ
た
り 

5
〇
、
〇
〇
〇
円 

•
申
請
方
法 

©

対
象
者
で
あ
る
産
婦
が
、
被
災 

時
に
住
民
累
の
あ
つ
た
市
町
村 

に
、
り
災
証
明
書
な
ど(

当
該
産 

婦
の
居
住
す
る
家
屋
が「

全
壊」

 

ま
た
は「

半
壊」

し
た
、
ま
た
はr

警 

戒
区
域」

に
居
住
し
て
い
た
こ
と 

が
わ
か
る
書
類
を
い
う
。
以
下
同 

じ)

お
よ
び
住
民
粟
な
ど(

世
帯 

構
成
が
わ
か
る
書
類
を
い
う
。
以 

下
同
じ)

の
発
行
を
申
請 

©
市
町
村
が
、
産
婦
に
対
し
、
り 

災
証
明
書
な
ど
お
よ
び
住
民I

示
な 

ど
を
発
行 

©
産
婦
が
、(

ー)

り
災
証
明 

書
な
ど
、(

2)

住
民
素
な
ど
、 

(

3)

母
子
健
康
手
帳
の
出
生
届 

出
済
証
明(

出
生
の
届
出
を
し
た 

市
町
村
の
公
印
が
捺
印
さ
れ
た
も 

の
。
出
生
の
事
実
が
わ
か
る
書
類 

を
い
う)

な
ど
の
コ
ピ
丨
、(

4)
 

申
請
書
を
ジ
ョ
イ
セ
フ
に
送
付
。 

郵
送
の
み
の
受
け
付
け
で
す
。 

®

ジ
ョ
イ
セ
フ
か
ら
、
産
婦
の
指 

定
口
座(

原
則
と
し
て
産
婦
本
人 

名
義)

宛
に
直
接
振
り
込
み 

•
申
請
書
入
手
方
法 

•
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
請
求
0
3 

3 

2 

3 

5 

9 

7 

7 

6 

一
玉I 
際 

T

協
力
N
G
o
ジ
ョ
イ
セ
フr

ケ 

シ
ョ」

担
当 

•
郵
送
に
よ
る
請
求
〒
1
6 
2 

—

 
o 
8 

4 
3
東
京
都
新
宿
区
市 

谷
田
町
1
1
1
0
保
健
会
館
新
館 

国
際
協
力
N
G
O
ジ
ョ
イ
セ
フr

 

ケ
シ
ョ」

担
当 

•
ジ
ョ
イ
セ
フ
ホ
丨
ム
ぺ
丨
ジ 

よ
リ
ダ
ウ
ン
• 

—

ドh
t
t
p
:
/
/
 

w
w
w
.
j
o
i
c
f
p
.
o
r
.
j
p
>
/
s
.
p
/
p
o
F
/
 

k
e
s
h
o
l
a
-
o
p
-
o
Q
-
f 

•
申
請
書
受
付
期
限
平
成
2
4
年 

2
月
2
9
日(

必
着)

 

※
た
だ
し
、
義
援
金
の
資
金
が 

終
了
し
た
場
合
は
、
支
給
を
早 

期
に
綿
め
切
る
こ
と
も
あ
り
ま 

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先(

S
0
3
I
-

3 

2 
6
8 

—
—

3
1
7 
2
} 

_ 

E 

メ
丨
ル ke

s
h
o
@
j
o
i
c
f
p
.
 

or.jf}
 

•
担
当
石
井
、
鈴
木 

新
春
俳
句
会
開
催 

市
内
愛
好
者
に
よ
る
新
春
俳
句 

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
、 

市
民
の
皆
さ
ん
奮
つ
て
ご
参
加
く 

だ
さ
い
。 

•
日
時
平
成
M
年
ー
月
8
日 

(

日)

1
2
時〜

2

時 

•
受
付
時
間
じ
時〜

1
2
時
％
分 

•
会
場
相
馬
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

セ
ン
タ
丨
2
階
会
議
室 

•
参
加
申
込
中
央
公
民
館
へ 

(

電
話
申
込
可)

 

•
参
加
資
格
俳
句
に
興
味
の
あ 

る
方 

•
兼
題
当
季
雑
詠
3
句 

•
申
込
締
切
1
2
月
M
日
ま
で 

•
参
加
費§

円(

当
日
会
場
で 

訥
付)

 

•
問
い
合
わ
せ
先
中
央
公
民
館 

(

S
3
7
2
2
0
8)
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年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止 

県
民
総
ぐ
る
み
運
動 

1
2
月
1
0
日
か
ら
1
月
7
日
ま
で
の
2
9
日
間 

年
末
年
始
は
、
交
通
量
お
よ
び 

飲
酒
機
会
の
増
加
に
よ
り
交
通
事 

故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

現
在
、
国
道
6
号
相
馬
バ
イ
パ
ス 

の
補
修
工
事
に
よ
っ
て
、
国
道
6 

号
の
交
通
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

ド
ラ
イ
バ
丨
は
、
早
め
の
ラ
イ
ト 

点
灯
や
原
卸
上
向
き
ラ
イ
ト 

(

幻
惑
防
止
の
た
め
、
こ
ま
め
な 

切
り
替
え)

を
励
行
し
、
歩
行
者 

や
自
転
車
の
存
在
に
気
を
つ
け
た 

運
転
を
心
掛
け
ま
し
よ
う
。
自
動 

車
等
を
運
転
す
る
方
は
、
ハ
ン
ド 

ル
キ
j
パ
丨
な
ど
を
確
保
し
、
絶 

対
に
飲
酒
運
転
を
し
な
い
よ
う
に 

し
ま
し
よ
ラ
。 

歩
行
者
は
、
1
6
時
以
降
の
外
出 

時
は
運
転
者
か
ら
発
見
さ
れ
や
す 

い
よ
う
に
、
明
る
い
色
の
服
や
夜 

光
反
射
材
等
を
着
用
し
ま
し
よ
う
。 

特
に
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、 

決
し
て
無
理
を
せ
ず
車
が
通
り
過 

ぎ
て
か
ら
横
断
す
る
よ
う
に
し
ま 

し
よ
う
。 

新
年
を
楽
し
く
迎
え
ら
れ
る
よ 

う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
j 

ル
と
マ
ナ
j
を
守
り
、
交
通
事
故 

防
止
に
努
め
ま
し
よ
う
。 

※「

ハ
ン
ド
ル
キ
丨
パ
丨」

と
は 

自
動
車
で
仲
間
と
飲
食
店
な
ど 

に
行
く
場
合
に
、
お
酒
を
飲
ま 

な
い
で
、
仲
間
を
自
宅
ま
で
送 

り
届
け
る
人
の
こ
と
で
す
。 

•
ス
ロ
丨
ガ
ン「

飲
む
前
に
必 

ず
確
保
ハ
ン
ド
ル
キ
丨
パ
丨」

 

1 
t • 

I 

•
運
動
の
基
本「

高
齢
者
の
交 

通
事
故
防
止」

 

•
運
動
の
重
点
事
項 

®
飲
酒
運
転
の
根
絶 

©
タ
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故 

防
止 

©
す
べ
て
の
座
席
の
シ
丨
ト
ベ
ル 

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
丨
ト
の
正
し 

い
着
用
の
徹
底 

(

市
.
市
交
通
対
策
協
議
会)
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平成2 3年度テクノセミナー案内 

県立テクノア力デミ一浜では地域産業界で活躍される皆様の技能向上を図るためセミナ-

を開講します。 在職者•求職者で能力向上を目指す方はお気軽にご参加ください。 

•申込方法 

当校の受講申込書に必要事項を記入のうえ、お申込みください。（FAX，郵送可） 

コース名 日数 予定時期時間 定員 締切 受講料等 

パソコン表計算 
( E x c e l 中級） 10 1ハ6〜2/6 18時30分 

から21時 15 12月26日 受講料5,500円 
テキスト2,415円 

品質管理初級 
(QC検定4級受験準備） 2 1/27、1/28 9時から16時 12 平成24年 

1月6曰 
受講料3,100円 
テキスト1,890円 

※パソコン表計算は月•火•木曜日の開催です。 

品質管理初級は金• 土曜日の開催です。 

※講習概要については、セミナー担当にお問い合 

わせください。 

•申込み•問い合わせ先 

福島県立テクノア力デミ一浜セミナー担当 

S 2 6 — 1 5 5 5 F A X 2 6 — 1 5 5 〇 

•ホームページアドレス 

http://www.tc-hama.ac.jp 

※本校のホームページのセミナーガイドのシート 

を選択すると詳細がご覧になれます。 

平成24年度一般入学試験を実施します 

•募集対象科 

•計測制御工学科•機械技術科•自動車整 

備科•建築科 

•試験日程 

•試験日=12月20日（火） 

•出願期間=12月5日（月）〜14日（水） 

詳しくはお問い合わせください。 

•問い合わせ先福島県立テクノア力デ 

ミ ー 浜 総 務 学 生 課 3 2 6 — 1 5 5 5 
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図書館あんない 

•今目のおすすめ図書 

銀婚式物語 
新井素子 

m 

_ 
v
 ド 

『銀膣式物語』 

新tt素？[著] 

あの「結婚物語」から25 

年。長くともに暮らした猫 

のこと、2人で建てた家の 

こと、去っていった人たち、 

得られなかった子どものこ 

と…。銀婚式を迎えた陽子 

さんが結婚生活の愉しさを 

回想。『Web小説中公』連 

載を書籍化。 

中ぬ公論新社 

ゆきだるまは、どうして、動 

いちゃいけないの？ゆきだる 

まのスノーぼうやは、思い切っ 

て動いてみました。スノーぼ 

うやが向かった先には…。自 

由や勇気ってなんだろう。自 

分らしくありつづけるための 

旅立ちを描く。 

『ゆ苦だるまのスノーぼラや』 

ヒ卜•フアン•ぺネヒテン[作•絵] 

のざか交つこ[訳]フレーぺ儿館 

家事を 

楽し宅ラ！ ！ 

12月は大掃除の月。掃除をは 

じめ、洗濯、炊事など楽しみな 

がらこなせたら、というあなた 

に図書館にある本の中から1冊 

をご紹介します。 

会ラクラク楽しい• 

家事の基本 大事典一 

この1冊で 
全部クリア!！ 

m/ 

掃除、洗濯、収衲、炊事、修繕といった 

家事の基本を、イマドキの家事用具や主 

婦の裏ワザも紹介しながら、写真とイ 

ラストでていねいに解説します。掃除 

チェックリスト付き。 

『ラクラク楽しい家事の基®六事典』 

成美堂出版編售部[編] 

成美堂出版 

※図書の内容説明はTRC図書流通センターTOOL iより引用しています。 

•毎月の新しく入った図書の一覧は、図書館で配布しています。また、図書館のホームページでもご覧 

になれます。 

みんなおいで！ 

ひと足早いクリスフス会 

図書館•読み聞かせボランティアグルー 

プ「おはなしの部屋」では、毎年恒例の 

クリスマス会を開催します。 

どなたでも参加できますので、みなさま 

お誘いあわせの上どうぞご参加ください。 

参加は無料です 

_ 日 時 1 2 月 3 曰 （ 土 ） 1 0 時 3 0 分 か ら 

•場所振興ビル 1階 

•内容 

•クリスマスの読み聞かせ（絵本•紙芝居など）•パネ 

ルシアター•サンタさんの長グツ作り 

※事前申し込みは必要ありません。 

•問い合わせ先図書館 

( 2 6 3 0 / E - m a i l tosyo-kan@city.soma.fukushima.jp) 
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相馬市の人口 0 1 月 1 曰 現 在 ) 

人口 36,911人（ - 5 9 ) 

男 17,951人（ - 1 5 ) 

女 18,960 人 （ - 4 4 ) 

世帯数 13,696 世帯( + 11) 

•表紙のおはなし了 

11月3曰、スポ一ツア 

リナをメ 一ン会場に多彩 

な内容で開催された「そう 

ま市民まつり」 

スポーツアリーナそうま 

1階では図書館の主催する 

「相馬地方の昔ばなし」が 

行われていました。 

語りべは佐々木松子さん。 

もんぺにわらじのいでたち 

で、昔ながらの相馬弁を操 

り、物語を披露していきま 

す。表紙は『きなこ』の演 

目を話しているところです。 

「むかしむかし、うんと 

貧しいじいちゃんとばあ 

ちゃんがいたんだど。ある 

ときじいちゃんが庭掃ぎし 

たら、手のひらに乗るくれ 

えのおっきいアオバタ豆ひ 

とっつ、めっけだそうだ。 

『この豆何して食べっ 

ベ？』ばあちゃんは、『石 

臼でごろごろやって、きな 

こ作っか？』」 

そのほか「手長大明神」 

や「たっちゃの大べこと金 

ベこ」など2 0の演目をつ 

ぎつぎと披露し、子どもか 

らお年寄りまで世代を超え 

て訪れた人々を昔話の世界 

へ引き込んでいきました。 

放射性物質測定機=captus3000 
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